





結果・考察　文献は，脱臼予防のための術式の改善に関する研究（ 9 件），脱臼予防指導に関する研究（ 8 件），脱臼
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が長くかかっていた．出血量は 6 件中 4 件が有意
差がないことを示していた．脱臼発症率の調査を
した研究は 7 件で，いずれも脱臼発症率は 0 %
であった．脱臼発症率の評価期間は，術後 1 週間













































退院までが 3 件，術後 3 週間が 1 件であった．脱
臼予防の指導に当たり，対象者が受けた術式を明

































率をみたものが 1 件，脱臼発症率のみが 1 件で
あった．脱臼発症率はそれぞれ 0 % と18.1％，脱
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